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『
立
命
館
百
年
史
紀
要
』
総
目
次

第
一
号
（
一
九
九
三
年
三
月
）

百
年
史
紀
要
の
発
行
に
あ
た
っ
て�

立
命
館
総
長�

大　

南　

正　

瑛

序�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

松　

岡　

正　

美

委
員
長
三
代
目�

�

後　

藤　
　
　

靖

立
命
館
史
の
若
干
の
問
題�

�

岩　

井　

忠　

熊

主
と
し
て
戦
前
の
立
命
館
学
園
に
つ
い
て
の
幾
つ
か
の
感
想

　
　

―
立
命
館
史
編
纂
室
に
勤
務
し
て�

金　

井　

直　

彦

戦
後
立
命
館
大
学
に
お
け
る
共
同
研
究
体
制
の
発
展

　
　

―
一
九
五
四
～
一
九
六
四
年
間
の
人
文
科
学
研
究
所
の
「
活
動
私
記
」
―

�
�

奥　

田　

修　

三

中
川
小
十
郎
と
京
都
帝
国
大
学
設
立
事
情
お
よ
び
京
都
法
政
学
校
の
創
立

�
�

松　

本　
　
　

皎

立
命
館
出
版
部
の
沿
革�

�

西　

岡　

成　

幸

史
料
紹
介
「
青
邨
公
手
沢
日
記
」

　
　
　
　
　
　

―
明
治
初
年
京
都
の
文
筵
と
広
瀬
青
邨
―�
福　

井　

純　

子

　
　
　
　

「
昭
和
十
九
年
八
月　

中
京
方
面
出
動
学
徒
勤
勞
狀
況

　
　
　
　
　
　

視
察
報
告　

立
命
館
」�

小　

西　

康　

夫

立
命
館
大
学
関
係
学
制
変
遷
一
覧
表
（
未
定
稿
）�

西　

川　
　
　

賢

立
命
館
年
史
編
纂
の
と
り
く
み
経
過�

編
纂
事
務
室

編
纂
室
日
誌

第
二
号
（
一
九
九
四
年
三
月
）

巻
頭
言　

―
戦
争
と
大
学
―�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

松　

岡　

正　

美

太
平
洋
戦
争
「
戦
時
体
制
」
下
、

　
　

立
命
館
大
学
の
研
究
所
と
教
育
・
研
究
状
況�

奥　

田　

修　

三

立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校�

―
理
工
学
部
前
史
の
一
齣
―�

伊　

藤　

武　

夫

小
特
集
―
立
命
館
大
学�

学
徒
出
陣
五
〇
年
―

学
徒
出
陣
五
〇
年
、
わ
だ
つ
み
像
建
立
四
〇
周
年
の
と
り
く
み�

安　

齋　

育　

郎

学
徒
出
陣
五
〇
年
に
関
す
る
と
り
く
み
の
記
録�

（
編
纂
事
務
室
）

学
徒
出
陣
の
思
い
出
（
不
戦
の
つ
ど
い
「
シ
ネ
マ
＆
ト
ー
ク
」
に
お
け
る
発
言
）�

�
�

岩　

井　

忠　

熊

学
徒
出
陣
・
学
徒
勤
労
動
員
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
論
点�

山　

辺　

昌　

彦

立
命
館
大
学
の
学
徒
出
陣
・
学
徒
動
労
動
員
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　

調
査
中
間
ま
と
め�

�

小　

西　

康　

夫

［
統
計
］
立
命
館
大
学
関
係
の
「
学
徒
出
陣
」
者
数
調
査�

西　

川　
　
　

賢

戦
時
下
の
朝
鮮
人
学
生
と
立
命
館
学
園�

岩　

井　

忠　

熊

戦
後
「
立
命
館
民
主
主
義
」
発
展
の
要
因
（
第
一
回
研
究
会
報
告
）

�
�

山　

下　

健　

次

立
命
館
学
園
の
創
立
期

　
　

―
そ
の
二
・
三
の
問
題
―
（
第
三
回
研
究
会
報
告
）�

衣　

笠　

安　

喜

学
園
創
立
者
中
川
小
十
郎
の
事
績
抄�

松　

本　
　
　

皎

　
　

―
中
川
小
十
郎
先
生
五
十
回
忌
（
一
九
九
三
年
十
月
）
を
迎
え
て
―

史
料
紹
介　

中
川
家
文
書�

�

西　

岡　

成　

幸

立
命
館
大
学
生
活
協
同
組
合
創
立
当
時
の
思
い
出�

竹　

内　
　
　

欣

台
湾
遠
征
記　

―
硬
式
野
球
部
史
の
一
齣
―�

小　

林　

龍　

馬

立
命
館
大
学
大
学
院
並
に
立
命
館
中
学
校
・

　
　

高
等
学
校
関
係
学
制
変
遷
一
覧
表
（
未
定
稿
）�

西　

川　
　
　

賢

編
纂
室
日
誌
抄

別　

冊
（
一
九
九
四
年
三
月
）

立
命
館
（
大
学
）
出
版
部
出
版
物
目
録�

西　

岡　

成　

幸
（
編
）
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含
・
京
都
印
書
館
出
版
部

第
三
号
（
一
九
九
五
年
三
月
）

巻
頭
言　

―
大
戦
後
五
十
年
―�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

松　

岡　

正　

美

立
命
館
創
立
の
意
義　

―
立
命
館
百
年
史
構
想
の
た
め
の
覚
書
―

�
�

岩　

井　

忠　

熊

大
正
期
の
立
命
館
中
学
校
と
中
原
中
也�

橋　

本　

二
三
男

竹
上
孝
太
郎
と
立
命
館�

�

竹　

上　

信　

次

『
自
由
に
し
て
清
新
』
考
（
未
定
稿
）�

𠮷　

田　

幸　

彦

故
細
野
武
男
元
総
長
を
偲
ぶ

　
　

立
命
館
の
復
興
期
に
つ
い
て
細
野
先
生
に
聞
く�

百
年
史
編
纂
室

　
　
　
　

（
付
）
故
細
野
武
男
先
生
の
経
歴
等
・
研
究
業
績
等

試
論
・
本
学
に
お
け
る
「
学
園
規
模
問
題
」
の
歴
史
的
到
達
点
に
つ
い
て

�
�

𠮷　

田　

幸　

彦

�
�

松　

岡　

正　

美

立
命
館
に
お
け
る
「
第
一
次
長
期
計
画
」
前
史　

―
研
究
ノ
ー
ト
―

�
�

齋　

藤　
　
　

重

一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
初
頭
の

　
　

『
立
命
館
教
職
員
組
合
新
聞
』
に
よ
せ
て�

川　

口　
　
　

潔

立
命
館
関
係
「
人
物
史
」
稿
（
戦
前
編
）�

松　

本　
　
　

皎

史
料
紹
介　

岡
村
司
譴
責
事
件
に
関
わ
る
資
料
に
つ
い
て�

鈴　

木　
　
　

良

史
料
紹
介　

「
石
原
廣
一
郎
日
記
―
終
戦
か
ら
巣
鴨
獄
窓
―
」
（
抄
）

�
�

赤　

澤　

史　

朗

史
料
紹
介　

一
九
四
二
年
度
の
立
命
館
大
学
教
員
名
簿�

伊　

藤　

武　

夫

統
計　
　
　

学
園
創
立
初
期
の
卒
業
生
学
籍
簿
調
査�

西　

川　
　
　

賢

『
立
命
館
百
年
史
』
第
一
巻
（
戦
前
・
戦
時
）
編
別
構
成
私
案�

岩　

井　

忠　

熊

彙
報　

立
命
館
百
年
史
編
纂
要
綱
（
素
案
）
に
つ
い
て

　
　
　

立
命
館
百
年
史
編
纂
委
員
会
関
係
委
員
の
追
加
・
変
更

　
　
　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日
程

第
四
号
（
一
九
九
六
年
三
月
）

巻
頭
言　

―
「
平
和
と
民
主
主
義
」
の
新
し
い
礎
石
づ
く
り
の
た
め
に
―　
　

�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

松　

岡　

正　

美

戦
前
の
立
命
館
大
学
に
お
け
る
教
育
と
研
究�

奥　

田　

修　

三

『
法
と
経
済
』
誌
記
事
に
み
る
立
命
館
大
学
法
学
部�

久　

岡　

康　

成

近
代
日
本
の
「
露
清
語
」
教
育
と
東
方
語
学
校�

見　

城　

悌　

治

京
大
事
件
の
教
訓
「
死
し
て
生
き
る
途
」
に
つ
い
て

　
　

（
土
曜
講
座
一
七
八
八
回
〈
一
九
八
三
・
九
・
一
七
〉

　
　
　
　
　

特
集
・
京
大
事
件
五
〇
周
年
記
念
に
ち
な
ん
で
）�

浅　

井　

清　

信

研
究
ノ
ー
ト　

中
川
小
十
郎
の
言
文
一
至
論
を
め
ぐ
っ
て�

長　
　

志
珠
絵

座
談
会　

立
命
館
戦
後
史
の
諸
問
題

�

細
野　

武
男
・
岩
井　

忠
熊
・
西
村　

幸
雄

�

戸
木
田
嘉
久
・
天
野　

和
夫
・
川
本　

八
郎

�

後
藤　
　

靖
・
金
井　

直
彦
・
崩
場　
　

弘

　
　
　
　

理
工
学
部
を
中
心
に
し
た
立
命
館
史
に
関
す
る
座
談
会

�

橋
本　

次
郎
・
杉
田
嘉
一
郎
・
鈴
木　

啓
三

�

遠
藤　

外
雄
・
江
夏　
　

弘
・
松
岡　

正
美

�

伊
藤　

武
夫
・
辻
村　
　

寛
・
久
保
田
謙
次

�

小
西　

康
夫

『
立
命
館
百
年
史
』
第
二
巻　

章
節
素
案�

岩　

井　

忠　

熊

史
料
紹
介　

財
団
法
人
時
代
の
立
命
館
の
役
員
構
成�

西　

岡　

成　

幸

　
　
　
　
　

立
命
館
学
園
に
お
け
る
外
国
語
科
目
の
変
遷

　
　
　
　
　

（
一
九
〇
〇
～
一
九
四
八
）�

見　

城　

悌　

治
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�
�

武　

知　

正　

晃

年
表　

立
命
館
大
学
図
書
館
関
係
年
表
〈
未
定
稿
〉�

伊　

藤　

光　

春

統
計　

戦
前
の
本
学
卒
業
生
進
路
調
査�

西　

川　
　
　

賢

　
　
　

立
命
館
大
学
・
同
専
門
部
関
係
の
学
生
・
生
徒
数

　
　
　
　
　

（
一
九
〇
〇
～
一
九
九
五
）�

西　

川　
　
　

賢

記
録　

戦
後
五
〇
年　

立
命
館
に
お
け
る
平
和
へ
の
と
り
く
み
（
一
九
九
五
）

　

�
�

教
育
文
化
事
業
課

�
�

百
年
史
編
纂
室

彙
報　

立
命
館
百
年
史
編
纂
委
員
会
規
程
改
正

　
　
　

一
九
九
五
年
度
百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
等
の
追
加
・
変
更

　
　
　

一
九
九
五
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日
程

別
冊
二
号
（
一
九
九
六
年
三
月
）

〈
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
文
集
〉

立
命
館
卒
業
生
の
戦
争
体
験
―
学
徒
出
陣
・
学
徒
勤
労
動
員
前
後
―　
　
　
　
　

�
�

�
百
年
史
編
纂
室

第
五
号
（
一
九
九
七
年
三
月
）

巻
頭
言　

―
「
平
和
憲
法
五
十
周
年
」
―
に
思
う

�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

松　

岡　

正　

美

学
園
史　

戦
前
・
戦
中
編
の
諸
問
題�

衣　

笠　

安　

喜

立
命
館
昭
和
史
の
一
側
面
―
『
禁
衛
立
命
』
の
見
方
を
め
ぐ
っ
て
―

�
�

松　

岡　

正　

美

『
立
命
館
百
年
史
』
第
二
巻
の
章
節
素
案
に
つ
い
て�

岩　

井　

忠　

熊

『
立
命
館
百
年
史
』
第
二
巻
の
時
期
区
分
お
よ
び
編
別
構
成
案
に
つ
い
て

�
�

畑　

中　

和　

夫

ヒ
ア
リ
ン
グ
特
集

戦
中
の
立
命
館
と
終
戦
直
後
を
語
る
（
座
談
会
）

林　
　

義
男
・
野
口　

龍
弘
・
松
岡　

正
美

岩
井　

忠
熊
・
衣
笠　

安
喜
・
辻
村　
　

寛

西
岡　

成
幸
・
西
川　
　

賢　
　
　
　
　
　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
の
立
命
館
を
語
る
（
座
談
会
）

�

長
宗
我
部
蓬
城
・
金
井　

直
彦
・
崩
場　

弘

�

岩
井　

忠
熊
・
松
岡　

正
美
・
衣
笠　

安
喜

�

畑
中　

和
夫
・
西
岡　

成
幸
・
西
川　
　

賢

関　

彌
三
郎
先
生
に
戦
中
か
ら
の
立
命
館
を
聞
く

�

関　

彌
三
郎
・
松
岡　

正
美
・
岩
井　

忠
熊

�

衣
笠　

安
喜
・
畑
中　

和
夫
・
西
岡　

成
幸

�

西
川　
　

賢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦
前
の
立
命
館
に
つ
い
て
高
瀬
重
雄
先
生
に
聞
く

�

高
瀬　

重
雄
・
楠
瀬　
　

勝
・
岩
井　

忠
熊

�

西
川　
　

賢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
千
仭
先
生
に
「
京
大
事
件
」
を
聞
く
（
一
九
九
四
年
一
〇
月
二
七
日
）

�

佐
伯　

千
仭
・
岩
井　

忠
熊
・
松
岡　

正
美

�

伊
藤　

武
夫
・
西
山　
　

伸
・
西
岡　

成
幸

�

西
川　
　

賢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦
前
期
校
友
会
の
動
向
を
め
ぐ
る
一
考
察

　
　

―
「
立
命
館
大
学
」
校
友
会
の
場
合
―�

清　

水　

教　

好

史
料
紹
介　

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
、

　
　

満
州
国
視
察
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て�

武　

知　

正　

晃

関
連
統
計
資
料　

「
日
満
高
工
」
関
係
卒
業
生
の
進
路
調
査�

百
年
史
編
纂
室

立
命
館
日
本
刀
鍛
錬
所
の
記
録�

�

西　

岡　

成　

幸

研
究
ノ
ー
ト　

立
命
館
大
学
に
お
け
る
初
期
の
女
子
学
生
に
つ
い
て
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�

�

秋　

房　

麻　

理

研
修
会
報
告　

史
料
に
み
る
「
立
命
館
民
主
主
義
」
の
萌
芽�

西　

川　
　
　

賢

記
録
補
遺
「
戦
後
五
〇
年　

立
命
館
に
お
け
る
平
和
へ
の
と
り
く
み
」

�
�

百
年
史
編
纂
室

彙
報　

立
命
館
百
年
史
編
纂
委
員
会
規
程
改
正

　
　
　

一
九
九
六
年
度
百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
等
の
追
加
・
変
更

　
　
　

一
九
九
六
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日
程

第
六
号
（
一
九
九
八
年
三
月
）

巻
頭
言　

―
『
西
園
寺
公
望
伝
』
の
完
結
そ
し
て
京
大
百
周
年
に
思
う
―

�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

松　

岡　

正　

美

戦
後
立
命
館
展
開
の
構
造
的
特
質

　
　

―
『
立
命
館
百
年
史
』
第
二
巻　

章
節
構
成
の
具
体
化
に
か
か
わ
っ
て

�
�

畑　

中　

和　

夫

ヒ
ア
リ
ン
グ
特
集

白
川　

静
先
生
に
聞
く
戦
前
の
立
命
館

�

白
川　
　

静
・
岩
井　

忠
熊
・
衣
笠　

安
喜

�

西
川　
　

賢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦
後
の
正
課
・
課
外
体
育
に
つ
い
て
芝
田
徳
造
先
生
に
聞
く

�

芝
田　

徳
造
・
松
岡　

正
美
・
畑
中　

和
夫

�

三
上　

宏
平
・
高
見
澤　

篤
・
西
川　
　

賢

�

秋
房　

麻
理　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
友
が
語
る
一
九
五
〇
年
前
後
の
学
生
運
動
と
立
命
館[

座
談
会]

�

柊　
　
　

茂
・
大
西　

公
哉
・
安
田　

祐
造

�

畑
中　

和
夫
・
松
岡　

正
美
・
西
川　
　

賢

戦
前
期
立
命
館
大
学
に
お
け
る
就
職
問
題
対
策
に
つ
い
て

　
　

―
主
に
『
立
命
館
学
誌
』
の
動
向
を
中
心
に
―�

武　

知　

正　

晃

戦
前
立
命
館
に
お
け
る
「
学
校
衛
生
」
制
度

　
　

―
立
命
館
医
務
局
の
設
置
と
そ
の
活
動
―�

金　

津　

日
出
美

戦
前
「
立
命
館
」
の
中
等
学
校
「
同
窓
会
」
の
動
向�

清　

水　

教　

好

中
川
小
十
郎
の
青
少
年
期
の
教
育
事
情
に
つ
い
て

　
　

―
特
に
東
京
専
門
学
校
入
学
問
題
を
中
心
に
―�

武　

知　

正　

晃

研
究
ノ
ー
ト　

第
二
次
長
期
計
画
に
つ
い
て
の
私
見�

齋　

藤　
　
　

重

　
　
　

「
大
学
協
議
会
議
事
録
」
に
み
る

　
　
　
　
　

「
第
一
次
二
部
改
革
」
ま
で
の
経
過�

西　

川　
　
　

賢

　
　
　

一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
「
授
業
料
問
題
」
に
み
る

　
　
　
　
　

「
全
学
協
議
会
確
認
事
項
（
一
二
月
原
則
）
」
前
史

　
　
　
　
　
　
　

―
主
と
し
て
学
生
側
の
視
点
に
立
っ
て
―�

秋　

房　

麻　

理

史
料
紹
介　

立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
附
属
製
作
所
に
お
け
る

　
　

「
大
阪
陸
軍
造
兵
廠
」
の
兵
器
部
品
加
工
下
請�

西　

岡　

成　

幸

記
録　

『
西
園
寺
公
望
伝
』
全
巻
完
結
記
念
祝
賀
会

彙
報　

一
九
九
七
年
度
百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
等
の
追
加
・
変
更

　
　
　

一
九
九
七
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

一
九
九
七
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日
程

第
七
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）

巻
頭
言　

―
衆
智
を
集
め
若
い
力
も
加
え
て
正
確
に
科
学
的
に
―　

�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

松　

岡　

正　

美

末
川
博
の
人
生
哲
学
―
と
く
に
そ
の
「
三
〝
ん
〟
主
義
」
と
人
間
教
育
―

�
�

西　

川　

富　

雄

「
経
済
学
部
五
〇
年
の
歩
み
」
の
編
纂�

芦　

田　

文　

夫

昭
和
十
六
年
夏
の
立
命
館
出
版
部

　
　

―
石
原
莞
爾
『
国
防
論
』
発
売
禁
止
事
件
―�

井　

上　

重　

信
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研
究
会
「
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
世
界
の
青
年
学
生
運
動
」

報
告
１　

ア
メ
リ
カ
の
学
生
・
青
年
運
動

　
　

―
対
抗
文
化
の
時
代
か
ら
新
保
守
主
義
へ
、
一
九
六
〇
～
一
九
七
〇
年
代
―

�
�

安　

藤　

次　

男

報
告
２　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
一
九
六
八
年
の
「
学
生
反
乱
」
と
「
五
月
危
機
」

�
�

山　

下　

健　

次

報
告
３　

西
ド
イ
ツ
の
大
学
改
革
と
学
生
運
動�

山　

口　
　
　

定

報
告
４　

文
革
・
天
安
門
事
件
と
青
年
学
生
運
動�

畑　

中　

和　

夫

ヒ
ア
リ
ン
グ
特
集

元
総
長　

谷
岡
武
雄
先
生
に
聞
く

�
谷
岡　

武
男
・
西
川　

富
雄
・
岩
井　

忠
熊

�
松
岡　

正
美
・
畑
中　

和
夫
・
芦
田　

文
夫

�

西
川　
　

賢
・
秋
房　

麻
理　
　
　
　
　
　

外
国
語
・
一
般
教
育
の
歩
み
を
語
る

�

池
田　
　

誠
・
伊
藤　

堅
二
・
永
原　
　

誠

�

岩
井　

忠
熊
・
松
岡　

正
美
・
畑
中　

和
夫

�

吉
田　

昌
子
・
西
川　
　

賢
・
秋
房　

麻
理

�

西
岡　

成
幸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
聞
部
Ｏ
・
Ｂ
が
語
る
一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
立
命
館
学
園

�

猪
飼　
　

稔
・
井
田　

重
男
・
今
井　
　

功
�

小
山
平
八
郎
・
田
口　
　

孟
・
南
出　

辰
雄

�

山
本　
　

稔
・
畑
中　

和
夫　
　
　
　
　
　

『
西
園
寺
公
望
伝
』
編
纂
始
末�

�

岩　

井　

忠　

熊

史
料
紹
介　

立
命
館
に
お
け
る
教
職
適
格
審
査
に
つ
い
て�

西　

岡　

成　

幸

報
告　

年
史
編
纂
事
業
等
の
諸
成
果
の
教
育
的
還
元
に
つ
い
て�

秋　

房　

麻　

理

彙
報　

一
九
九
八
年
度
百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
等
の
追
加
・
変
更

　
　
　

一
九
九
八
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

一
九
九
八
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日
程

第
八
号
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

巻
頭
言　

―
新
し
い
世
紀�

新
し
い
大
学
新
し
い
立
命
館
の
創
出
に
向
け
て
―

�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

松　

岡　

正　

美

中
川
小
十
郎
覚
書�

�

岩　

井　

忠　

熊

立
命
館
百
年
史
公
開
研
究
会
（
ポ
レ
ミ
ー
ク
）

（
報
告
者
）
畑
中　

和
夫
・
山
下　

健
次
・
芦
田　

文
夫

�

伊
藤　

武
夫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
史
研
究
会

（
第
一
回
）

　

「
戦
後
初
期
の
立
命
館
中
等
教
育
に
つ
い
て
」

�

竹
上　

信
次
・
上
島　
　

有
・
松
山　
　

宏

�

藤
原　

秀
夫
・
橋
本
二
三
男
・
後
藤　

文
男

�

日
高　

俊
行
・
浮
田　

恭
子
・
津
田　

孝
司

�

貴
島　

嗣
夫
・
吉
田　

英
紀
・
松
岡　

正
美

�

小
関　

素
明
・
西
岡　

成
幸
・
西
川　
　

賢

�

伊
藤　
　

昇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
二
回
）
「
一
九
六
〇
年
代
・
七
〇
年
代
の

　

立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
の
動
き
」

　
　
　

一
井　

啓
一
・
竹
上　

信
次
・
野
本　

洋
一

　
　
　

橋
本
二
三
男
・
松
岡　

正
美
・
伊
藤　
　

昇

　
　
　

西
川　
　

賢
・
小
関　

素
明
・
和
田　

一
夫

　
　
　

貴
島　

嗣
夫
・
日
高　

俊
行
・
津
田　

孝
司

　
　
　

小
村　

英
一
・
浮
田　

恭
子
・
吉
田　

英
紀

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
第
一
巻
刊
行
祝
賀
会
記
録

岡
松
参
太
郎
年
譜
・
著
作
目
録�

�

福　

井　

純　

子

立
命
館
大
学
生
活
協
同
組
合
史
覚
書�

竹　

内　
　
　

欣
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�

鈴
木　
　

元
・
渡
辺　

久
栄
・
宮
澤　

正
男

�

松
岡　

正
美
・
芦
田　

文
夫
・
伊
藤　
　

昇

�

橋
本　

弘
之
・
西
川　
　

賢　
　
　
　
　
　

加
古
祐
二
郎
と
立
命
館　

―
「
加
古
研
究
会
」
余
滴
―�

大　

橋　

智
之
輔

�
�

村　

田　
　
　

淳

『
立
命
館
創
立
五
十
年
史
』
編
纂
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
、
そ
の
他

　
　

―
わ
た
し
は
立
命
館
日
本
史
で
育
っ
た
―�

今　

田　
　
　

保

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
第
三
巻
「
構
成
素
案
」
に
つ
い
て�

芦　

田　

文　

夫

『
立
命
館
百
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
の
編
集
を
終
え
て�

西　

岡　

成　

幸

戦
前
の
立
命
館
「
大
学
院
」
に
か
ん
す
る
史
料
と
コ
メ
ン
ト

　
　

―
学
則
他
諸
規
程
の
変
遷
を
中
心
に
―�

西　

川　
　
　

賢

立
命
館
に
お
け
る
学
校
保
健
の
あ
ゆ
み
―
戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
―　
　
　
　
　

�
�

橋　

本　

弘　

之

彙
報　

二
〇
〇
〇
年
度
百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
等
の
追
加
・
変
更

　
　
　

二
〇
〇
〇
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
第
二
巻
編
集
小
委
員
会
開
催
日
程

　
　
　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
第
二
巻
編
集
作
業
委
員
会
開
催
日
程

　
　
　

二
〇
〇
〇
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日
程

第
十
号
（
二
〇
〇
一
年
三
月
）

巻
頭
言　

―
わ
が
〝
立
命
館
〟
と
〝
百
年
史
〟
の
貴
重
な
十
年
に　

�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

松　

岡　

正　

美

特
集　

第
十
号
記
念

鼎
談　

百
年
史
編
纂
室　

回
顧
と
展
望

　
　
　

―
「
立
命
館
総
合
資
料
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
展
開
を
―

�

岩
井　

忠
熊
・
川
本　

八
郎
・
松
岡　

正
美

（
伊
藤　
　

昇
・
橋
本　

弘
之
・
西
川　
　

賢
）

立
命
館
大
学
保
健
体
育
教
育
小
史
覚
書
（
付
・
年
表
）�

芝　

田　

徳　

造

史
料
紹
介　

雑
誌
『
四
明
』
に
み
る
戦
前
の
思
潮�

伊　

藤　
　
　

昇

（
コ
ラ
ム
）
「
彼
の
歩
ん
だ
道
」
誕
生
記�

井　

関　

淳　

郎

年
表　

学
校
法
人
立
命
館
土
地
・
建
物
推
移
表
（
一
九
四
五
～
一
九
九
〇
）

�
�

西　

川　
　
　

賢

彙
報　

一
九
九
九
年
度
百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
等
の
追
加
・
変
更

　
　
　

一
九
九
九
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
第
二
巻
編
集
委
員
会
開
催
日
程

　
　
　

一
九
九
九
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日
程

第
九
号
（
二
〇
〇
一
年
三
月
）

巻
頭
言　

―
わ
が
立
命
館
の
第
二
世
紀
に
―

�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

松　

岡　

正　

美

東
洋
の
文
化
と
漢
字
（
一
〇
〇
周
年
記
念
「
感
謝
の
集
い
」
記
念
講
演
）

�
�

白　

川　
　
　

静

立
命
館
大
学
所
蔵
歴
史
史
料
に
つ
い
て

　
　

―
「
徳
大
寺
文
書
」
と
「
西
園
寺
公
望
関
係
文
書
」
―�
山　

崎　

有　

恒

西
園
寺
公
望
書
簡
（
森
山
鳳
羽
・
橋
本
独
山
宛
）
に
つ
い
て�
岩　

井　

忠　

熊

ヒ
ア
リ
ン
グ
特
集

戦
後
学
園
体
制
の
基
盤
形
成

　
　

―
教
職
員
組
合
運
動
を
中
心
に
―

�

川
本　

八
郎
・
井
川　

定
雄
・
中
川　

祐
夫

�

山
岸　

永
一
・
松
岡　

正
美
・
山
下　

健
次

�

伊
藤　
　

昇
・
橋
本　

弘
之
・
西
川　
　

賢

「
大
学
紛
争
」
と
総
長

　
　

―
末
川
・
武
藤
・
細
野
先
生
の
思
い
出
―

�

川
本　

八
郎
・
芝
田　

徳
造
・
小
畑　

力
人
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百
年
史
編
纂
室　

こ
の
十
年�

�

西　

川　
　
　

賢

シ
リ
ー
ズ　

立
命
館
を
築
い
た
人
び
と

父
末
川
博
と
そ
の
周
辺�

�

末　

川　
　
　

清

加
古
祐
二
郎
の
こ
と
、
園
部
敏
の
こ
と�

園　

部　

逸　

夫

追
想
「
天
野
和
夫
」�

�

天　

野　

芳　

子

文
人
と
西
園
寺
公
望�

�

西　

野　

和　

豊

中
川
小
十
郎
翁
造
像
の
記�

�

杉　

村　
　
　

尚

学
祖
・
西
園
寺
公
望
像
、
創
立
者
・
中
川
小
十
郎
像
設
置
覚
書�

伊　

藤　
　
　

昇

戦
後
立
命
館
大
学
卒
業
生
の
就
職
状
況
の
経
過
（
一
九
四
六
～
一
九
八
〇
年
）

�
�

西　

岡　

成　

幸

ノ
ー
ト　

敗
戦
直
後
の
立
命
館
大
学
大
学
院
と
六
〇
年
代
・
七
〇
年
代
の

院
生
協
議
会
の
主
張
を
め
ぐ
っ
て��

西　

川　
　
　

賢

史
料
紹
介　

立
命
館
の
寄
宿
舎
（
学
寮
）
の
変
遷�

橋　

本　

弘　

之

ノ
ー
ト　

本
学
に
お
け
る
一
般
教
育
改
革
の
取
り
組
み�

山　

田　

啓　

子

昭
和
十
六
年
夏
の
立
命
館
出
版
部
（
二
）

　
　

―
石
原
莞
爾
『
国
防
論
』
発
禁
余
語
、

　
　
　
　
　

松
本
清
張
の
心
に
残
り
し
岡
田
弘
子
『
古
京
の
芝
生
』
―

�
�
井　

上　

重　

信

学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
を
振
り
返
っ
て�

西　

川　

幸　

穂

私
の
学
生
時
代
回
顧
（
一
九
八
一
～
一
九
八
四
年
度
）�

秋　

房　

麻　

理

『
立
命
館
百
年
史
紀
要
』
総
目
次
（
第
一
号
～
第
十
号
）

彙
報　

二
〇
〇
一
年
度
百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
等
の
追
加
・
変
更

　
　
　

二
〇
〇
一
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
第
二
巻
編
集
作
業
委
員
会
・
草
稿
集
中
検
討
会

　
　
　

開
催
日
程

　
　
　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
第
三
巻
編
集
委
員
会
等
開
催
日
程

　
　
　

二
〇
〇
一
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日
程

第
十
一
号
（
二
〇
〇
三
年
三
月
）

巻
頭
言　

―
『
立
命
館
百
年
史
紀
要
』
一
〇
年
の
句
切
り
の
上
に
た
っ
て
―

�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

芦　

田　

文　

夫

シ
リ
ー
ズ　

立
命
館
を
築
い
た
人
び
と

岳
父　

小
田
美
竒
穂�

�

立　

野　
　
　

造

父　

細
野
武
男
の
こ
と�

�

細　

野　

雄　

三

座
談
会　

一
般
教
育
特
講
「
日
本
近
現
代
と
立
命
館
の
一
〇
〇
年
」

　
　

―
最
初
の
前
期
セ
メ
ス
タ
ー
を
終
え
て
―

�

小
関　

素
明
・
岩
井　

忠
熊
・
山
下　

健
次

�

松
岡　

正
美
・
芦
田　

文
夫
・
柳
ヶ
瀬
孝
三

�

岡
尾　

恵
市
・
服
部　

健
二
・
川
口　

清
史

�

前
田　

憲
良
・
中
村　

和
平
・
伊
藤　
　

昇

�

橋
本　

弘
之
・
西
川　
　

賢

ヒ
ア
リ
ン
グ
特
集

降
旗
顕
英
氏
に
聞
く
五
〇
年
代
の
立
命
館
大
学
と
学
友
会
活
動

�

隆
旗　

顕
英
・
松
岡　

正
美
・
山
下　

健
次

�

伊
藤　
　

昇
・
西
川　
　

賢
・
𠮷
田　

幸
彦

女
性
職
員
に
聞
く
敗
戦
前
後
の
立
命
館

�

小
川　

ス
テ
・
藤
田　

房
代
・
来
田
い
ち
子

�

杉
本
八
百
子
・
松
岡　

正
美
・
山
下　

健
次

�

伊
藤　
　

昇
・
西
川　
　

賢

故
杉
榮
経
済
学
部
教
授
の
こ
と
―
話
は
鎌
餅
か
ら
始
ま
っ
た
―�

貴　

島　

嗣　

夫

ノ
ー
ト　

立
命
館
大
学
入
試
改
革
の
歩
み
素
描
―
八
〇
年
代
～
九
〇
年
代
～
現
在

�
�

布　

施　

亮　

介

史
料
紹
介　

立
命
館
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
変
遷�

橋　

本　

弘　

之

資
料
〈
未
定
稿
〉　

立
命
館
大
学
の
建
物
名
称
等�

西　

川　
　
　

賢

彙
報　

二
〇
〇
二
年
度
百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
な
ど
の
追
加
・
変
更

　
　
　

二
〇
〇
二
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）
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二
〇
〇
三
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日
程

第
十
三
号
（
二
〇
〇
五
年
三
月
）

巻
頭
言　

―
戦
後
六
〇
年
―
「
還
暦
」
の
と
き
に
―

�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

芦　

田　

文　

夫

自
由
主
義
の
潮
流
と
立
命
館
学
園��

岩　

井　

忠　

熊

シ
リ
ー
ズ　

わ
が
学
部
・
学
科
・
教
室
―
学
問
と
人
び
と
―

私
の
思
い
出
―
ソ
連
と
の
協
定
締
結
交
渉
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
学
術
調
査
の
夢
―

�
�

山　

手　

治　

之

一
九
六
〇
年
代
の
経
済
学
部
と
経
営
学
部

　
　

―
忘
れ
え
ぬ
人
々
、
そ
の
学
問
と
教
育
―�

戸
木
田　

嘉　

久

体
験
的
哲
学
専
攻
史　

こ
ぼ
れ
話��

西　

川　

富　

雄

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
立
命
館
大
学
数
学
物
理
学
教
室�

江　

夏　
　
　

弘

桃
山
泰
長
老
の
蓑
笠
亭
主
人
～
中
川
小
十
郎
と
作
家
・
文
人
墨
客
た
ち
～

�
�

松　

本　
　
　

皎

シ
リ
ー
ズ　

立
命
館
を
築
い
た
人
び
と

父
の
こ
と
な
ど�

�

神　

谷　

孜　

子

西
村
信
雄
の
こ
と�

�

西　

村　

美
智
子

父
・
岡
康
哉
と
京
大
事
件�

�

小　

野　

恵
美
子

座
談
会　

戦
後
校
友
会
の
転
換
期
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち

　
　

―
川
勝
傅
、
廣
慶
太
郎
を
語
る
―

川
本　

八
郎
・
大
南　

正
瑛
・
芦
田　

文
夫

松
岡　

正
美　

𠮷
田　

幸
彦
・
伊
藤　
　

昇

ヒ
ア
リ
ン
グ

巻
野
力
氏
に
聞
く
敗
戦
直
後
の
学
園
―
学
友
会
誕
生
に
関
わ
っ
て
―

�

巻
野　
　

力
・
松
岡　

正
美
・
𠮷
田　

幸
彦

�

伊
藤　
　

昇
・
西
川　
　

賢　
　
　
　
　
　

　
　
　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
第
二
巻
編
集
作
業
（
草
稿
集
中
検
討
会
）
日
程

　
　
　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
第
三
巻
編
集
委
員
会
等
開
催
日
程

　
　
　

二
〇
〇
二
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日
程

第
十
二
号
（
二
〇
〇
四
年
三
月
）

巻
頭
言　

―
日
本
と
大
学
の
歴
史
的
な
節
目
に
た
っ
て
―　

�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

芦　

田　

文　

夫

立
命
館
学
園
史
の
端
緒
―
京
都
法
政
学
校
成
立
の
前
後
―�

岩　

井　

忠　

熊

立
命
館
大
学
に
お
け
る
課
外
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
歩
み�

岡　

尾　

惠　

市

シ
リ
ー
ズ　

立
命
館
を
築
い
た
人
び
と

祖
父
富
井
政
章
の
思
い
出�

�

富　

井　

政　

英

父
・
梯
明
秀
の
こ
と�

�

川　

合　

葉　

子

父
・
安
田
嘉
一
を
偲
ぶ�

�

安　

田　

和　

夫

〝
不
囚
名
利
〟
（
山
田
實
の
記
録
よ
り
）�

山　

田　

昌　

生

大
正
時
代
の
立
命
館
中
学
校
の
博
物
学
教
授

　
　

―
大
生
理
学
者　

加
藤
元
一
先
生
の
思
い
出
―�

加　

藤　

隆　

平

座
談
会　

「
外
か
ら
見
た
立
命
館
、
内
か
ら
見
た
立
命
館
」

大
野　
　

豊
・
木
津
川　

計
・
モ
ン
テ　

カ
セ
ム

小
畑　

力
人
・
近
森　

節
子　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
資
料　

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
と
周
辺
地
域
の
関
係

�
�

勝　

連　

賢　

介

記
録　

立
命
館
大
学
新
世
紀
平
和
企
画
「
二
一
世
紀
に
お
け
る
共
生
の
可
能
性

を
求
め
て
―
大
学
の
挑
戦
」
―
京
大
事
件
七
〇
年
、
学
徒
出
陣
六
〇
年
、

「
わ
だ
つ
み
像
」
建
立
五
〇
年
記
念
―�

伊　

藤　
　
　

昇

彙
報　

二
〇
〇
三
年
度
百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
な
ど
の
追
加
・
変
更

　
　
　

二
〇
〇
三
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
第
三
巻
研
究
会
開
催
日
程
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一
九
四
八
年
、
末
川
の
総
長
辞
任
と
寄
付
行
為
の
改
正

　
　

―
学
園
民
主
化
の
一
断
面�

�

𠮷　

田　

幸　

彦

ノ
ー
ト　

立
命
館
に
お
け
る
「
学
部
長
理
事
制
」
と

　
　
　
　
　

「
学
内
理
事
会
」
体
制
に
つ
い
て
の
経
過�

西　

川　
　
　

賢

記
録　

「
西
園
寺
公
望
書
簡
帳
」
寄
贈
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式

�
�

百
年
史
編
纂
室

彙
報　

二
〇
〇
四
年
度
百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
な
ど
の
追
加
・
変
更

　
　
　

二
〇
〇
四
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
第
三
巻
研
究
会
開
催
日

　
　
　

二
〇
〇
四
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日

第
十
四
号
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）

巻
頭
言�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

芦　

田　

文　

夫

「
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
」
創
設
を
振
り
返
っ
て

　
　

―
開
設
準
備
期
を
中
心
に
―��

坂　

本　

和　

一

立
命
館
大
学
と
の
協
働

　
　

び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
誘
致
の
背
景
と
経
過
、
今
後
の
期
待

�
�

林　

田　

久　

充

シ
リ
ー
ズ　

わ
が
学
部
・
学
科
・
教
室
―
学
問
と
人
び
と
―

地
理
学
専
攻
の
学
問
と
人
び
と�

�

谷　

岡　

武　

雄

理
工
学
部
の
半
世
紀
に
思
う

　
　

―
そ
の
教
育
・
研
究
を
切
り
拓
い
た
先
達
へ
の
尽
き
せ
ぬ
感
謝
―

�
�

大　

南　

正　

瑛

特
別
寄
稿　

私
の
父
と
立
命
館
中
学�

南　

部　

陽
一
郎

研
究
ノ
ー
ト　

大
正
期
の
立
命
館
中
学
と
そ
の
周
辺

　
　

―
「
小
学
校
の
附
設
」
「
七
年
制
高
等
学
校
」
の
こ
と
な
ど
―

�
�

𠮷　

田　

幸　

彦

シ
リ
ー
ズ　

立
命
館
を
築
い
た
人
び
と

父　

上
西
喜
代
治
の
こ
と�

�

上　

西　
　
　

章

回
想　

川
勝　

傅�
�

川　

勝　

泰　

司

父
と
の
思
い
出�

�

廣　
　
　

信　

義

「
親
父
の
背
中
」
に
垣
間
見
た
そ
の
思
想
と
信
条�

板　

木　
　
　

正

記
録　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
二　

校
正
作
業
進
行
記
録

彙
報　

二
〇
〇
五
年
度
百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
な
ど
の
追
加
・
変
更

　
　
　

二
〇
〇
五
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
三
研
究
会
開
催
日

　
　
　

二
〇
〇
五
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日

第
十
五
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）

巻
頭
言
―
『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
三
の
刊
行
に
向
け
て
―

�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

坂　

本　

和　

一

対
談　

Ｂ
Ｋ
Ｃ
開
設
・
理
工
拡
充
移
転
を
振
り
返
っ
て

川
本　

八
郎
・
大
南　

正
瑛
・
司
会　

坂
本　

和
一

論
文　

大
学
と
旧
制
高
校
の
立
地
で
考
え
る
近
代
京
都
の
地
理

　
　
　
　
　

―
私
立
四
大
学
と
三
高
・
帝
大
―�

河　

島　

一　

仁

　
　
　

立
命
館
大
学
野
球
部
の
台
湾
遠
征

　
　
　
　
　

―
一
九
二
七
年
の
二
勝
二
敗
か
ら
み
え
る
も
の
―�

河　

原　

典　

史

シ
リ
ー
ズ　

わ
が
学
部
・
学
科
・
教
室
―
学
問
と
人
び
と
―

電
気
工
学
科
と
共
に
歩
む
半
世
紀
―
師
の
教
え
・
同
僚
と
の
交
わ
り
を
中
心
に
―

�
�

辻　

村　
　
　

寛

シ
リ
ー
ズ　

立
命
館
を
築
い
た
人
び
と

父
武
藤
守
一
を
偲
ぶ�

�

武　

藤　
　
　

隆

父
倉
橋
勇
蔵
の
思
い
出
―
「
酒
徒
ま
ん
だ
ら
」
の
こ
と
な
ど
―�

糠　

谷　

慶　

作

あ
る
学
校
医
の
懐
古�

�

宮　

﨑　

恭　

一
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座
談
会　

学
生
実
態
の
変
容
を
語
る
―
一
九
八
〇
年
～
現
在
―

�

吉
田
美
喜
夫
・
慈
道　

裕
治
・
中
川　

勝
雄

�

今
村　

正
治
・
𠮷
田　

幸
彦
・
坂
本　

和
一

齋
藤　
　

重
・
伊
藤　
　

昇　
　
　
　
　
　

学
寮
物
語　

衣
笠
寮
と
畠
山
先
生��

福　

本　

武　

明

ノ
ー
ト　

「
大
岡　

信
『
折
々
の
う
た
』
」
へ
の
一
つ
の
反
論�

𠮷　

田　

幸　

彦

随
想　

二
枚
の
門
標
―
「
立
命
館
神
山
高
等
学
校
」

　
　
　

「
立
命
館
神
山
中
学
校
」
の
門
標
寄
贈
に
あ
た
っ
て�

槙　

野　

廣　

造

記
録　

立
命
館
土
曜
講
座
「
日
本
の
近
現
代
と
立
命
館
」
の
記
録
（
抄
）

　
　
　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
二
刊
行
を
記
念
し
て

　
　
　

第
一
回　

日
本
の
近
代
幕
開
け
と
立
命
館�

山　

崎　

有　

恒

　
　
　

第
二
回　

戦
争
と
立
命
館��

松　

岡　

正　

美

　
　
　

第
三
回　

戦
後
民
主
主
義
と
立
命
館�

服　

部　

健　

二

　
　
　

第
四
回　

国
際
化
時
代
と
立
命
館�

坂　

本　

和　

一

彙
報　

二
〇
〇
七
年
度　

百
年
史
編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
三
研
究
懇
談
会
開
催
日

　
　
　

二
〇
〇
七
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日

第
十
七
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）

巻
頭
言�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

坂　

本　

和　

一

論
文　

転
換
期
に
お
け
る
日
本
の
大
学
改
革
―
動
向
と
課
題�

江　

原　

武　

一

　
　
　

立
命
館
学
園
に
お
け
る
第
三
次
か
ら
第
五
次
の
長
期
計
画
と
学
園
財
政�

伊
藤　

昇
（
大
学
評
価
室
部
長
）

対
談　

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
開
学
を
回
顧
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
松　

守
彦
・
川
本　

八
郎
・
坂
本　

和
一

シ
リ
ー
ズ　

わ
が
学
部
・
学
科
・
教
室
―
学
問
と
人
び
と

政
策
科
学
部
創
設
の
こ
ろ�

�

佐　

藤　
　
　

満

学
寮
物
語　

学
寮
の
舎
監
時
代
を
顧
み
て�

伊　

藤　

堅　

二

　
　
　
　
　

舎
監
の
山
元
先
生
と
寮
生
活�

上
林
山　

瓊　

子

ノ
ー
ト　

『
百
年
史
・
通
史
二
』
拾
遺
―
新
史
実
か
ら
の
展
開�

𠮷　

田　

幸　

彦

記
録　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
二
刊
行
祝
賀
会
記
録�

百
年
史
編
纂
室
編

彙
報　

百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
一
覧
等

　
　
　

二
〇
〇
六
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
三
研
究
会
開
催
日

　
　
　

二
〇
〇
六
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日

第
十
六
号
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）

巻
頭
言�
立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

坂　

本　

和　

一

論
文　

戦
前
期
立
命
館
学
園
と
社
会
運
動�

岩　

井　

忠　

熊

　
　
　

中
川
小
十
郎
宛
て
葛
西
猛
千
代
書
簡
の

　
　
　
　
　

樺
太
ア
イ
ヌ
の
ス
ト
ー
（
ス
キ
ー
）
に
つ
い
て�

田　

村　

将　

人

　
　
　

立
命
館
改
革
―
「
革
新
が
革
新
を
よ
ぶ
」�

甲　

賀　

光　

秀

　
　
　

小
泉
苳
三
『
山
西
前
線
』
に
つ
い
て
の
一
試
論

　
　
　
　
　

―
生
命
と
人
格
、
協
同
体
論
の
観
点
か
ら
―�
服　

部　

健　

二

　
　
　

中
川
「
塔
之
段
」
旧
邸
と
立
命
館
「
白
雲
荘
」
校
宅
の
百
年

�
�

松　

本　
　
　

皎

シ
リ
ー
ズ　

わ
が
学
部
・
学
科
・
教
室
―
学
問
と
人
び
と

回
想
―
経
営
学
部
で
の
三
十
二
年
―�

二　

場　

邦　

彦

シ
リ
ー
ズ　

立
命
館
を
築
い
た
人
び
と

祖
父　

石
原
廣
一
郎
に
つ
い
て�

�

石　

原　

一　

弘

西
村
幸
雄
元
常
務
理
事
を
語
る�

川
本　

八
郎
・
柊　
　
　

茂
・
松
岡　

正
美

�

畑
中　

和
夫
・
中
橋　

貞
造
・
杉
本
八
百
子

�

竹
内　
　

欣
・
坂
本　

和
一
・
𠮷
田　

幸
彦

�

齋
藤　
　

重
・
伊
藤　
　

昇　
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シ
リ
ー
ズ　

立
命
館
を
築
い
た
人
び
と

父
と
立
命
館
の
思
い
出�

�

長
宗
我
部　

友
子

座
談
会　

Ａ
Ｐ
Ｕ
創
設
を
め
ぐ
る
公
私
協
力
の
展
開

井
上　

信
之
・
帯
刀　

将
人
・
溝
畑　
　

宏　
　

坂
本　

和
一
・
縄
本　

敏
・
伊
藤　

昇
（
室
員
）

　
　
　
　

立
命
館
大
学
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
―
「
ス
ポ
ー
ツ
能
力
に

　
　
　
　
　
　

優
れ
た
者
の
特
別
選
抜
入
学
試
験
」
導
入
が
果
た
し
た
役
割
―

　
　

松
岡　

正
美

岡
尾　

惠
市
・
慈
道　

裕
治
・
岡
本　

直
輝
・
木
野　

明

今
村　

正
治
・
坂
本　

和
一
・
齋
藤　

重
・
伊
藤　

昇
（
室
員
）

学
寮
物
語　

立
命
館
と
学
寮
生
活
～
回
想�

高　

井　

正　

文

ノ
ー
ト　

立
命
館
大
学
「
校
歌
」
「
学
生
歌
」
の
こ
と�

百
年
史
編
纂
室

彙
報　

二
〇
〇
八
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

二
〇
〇
八
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日

第
十
八
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）

巻
頭
言�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�
坂　

本　

和　

一

論
文　

西
園
寺
公
望
の
興
津
「
坐
漁
荘
」
と
言
語
、
文
化
、

　
　
　
　
　

英
語
教
育
に
つ
い
て
の
一
考�

鈴　

木　

佑　

治

　
　
　

転
換
期
に
お
け
る
大
学
の
管
理
運
営
改
革�

江　

原　

武　

一

座
談
会　

「
駅
伝
王
国
立
命
館
」
を
語
る
―
立
命
館
ス
ポ
ー
ツ
史
の
一
断
面

西
村　

清
次
・
古
今　

弘
・
芝
田　

徳
造
・
岡
尾　

惠
市

井
元　

章
夫
・
水
瀬　

安
春
・
坂
本　

和
一
・
齋
藤　

重

𠮷
田　

幸
彦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

Ｂ
Ｋ
Ｃ
「
産
官
学
連
携
」
を
回
顧
し
て

田
中　

道
七
・
木
野　

明
・
藤
田　

淳
人
・
武
山　

精
志

坂
本　

和
一
・
伊
藤　

昇
（
部
長
）
・
齋
藤　

重　
　
　

　
　
　
　

Ａ
Ｐ
Ｕ
留
学
生
受
入
れ
の
海
外
活
動
を
振
り
返
っ
て
（
一
）　

小
原　

輝
三
・
橋
本　

弘
之
・
近
清　

雅
彦
・
石
井　

洋

坂
本　

和
一
・
伊
藤　

昇
（
部
長
）
・
齋
藤　

重　
　
　

　
　
　
　

Ａ
Ｐ
Ｕ
留
学
生
受
入
れ
の
海
外
活
動
を
振
り
返
っ
て
（
二
）

仲
上　

健
一
・
今
村　

正
治
・
澤
田　

功
・
塩
田　

邦
成

坂
本　

和
一
・
齋
藤　

重　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
ー
ト　

立
命
館
学
園
の
「
校
章
」
「
襟
章
」
「
そ
の
他
の
徽
章
」
等
に
つ
い
て

�
�

百
年
史
編
纂
室

彙
報　

二
〇
〇
九
年
度
百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
な
ど
の
追
加
・
変
更

　
　
　

二
〇
〇
九
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

二
〇
〇
九
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日

　
　
　

二
〇
〇
九
年
度
『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
三
検
討
会
開
催
日

第
十
九
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）

巻
頭
言�

立
命
館
百
年
史
編
纂
室
長�

甲　

賀　

光　

秀

論
文　

大
学
の
経
済
効
果�

�

山　

田　
　
　

彌

　
　
　

立
命
館
大
学
に
お
け
る
学
生
実
態
調
査
特
質
に
関
す
る
歴
史
的
考
察　
　

　
　
　
　
　

―
一
九
八
〇
年
前
後
に
注
目
し
て
―�

宮　

浦　
　
　

崇

�
�

鳥　

居　

朋　

子

座
談
会　

「
大
学
と
地
域
」
―
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
の
衣
笠
地
域

井
関　

諭
・
川
島　

正
彦
・
堀
内　

康
宏
・
山
岐　

高
史

甲
賀　

光
秀
・
伊
藤　

昇
・
齋
藤　

重
・
久
保
田　

謙
次

ノ
ー
ト　

廣
小
路
物
語
―
立
命
館
発
祥
の
地
を
廻
る
（
一
）�

𠮷　

田　

幸　

彦

　
　
　
　

中
川
小
十
郎
生
家
資
料
の
概
要
調
査
に
つ
い
て�

長
谷
川　

澄　

夫

　
　
　
　

戦
後
医
学
部
・
歯
学
部
進
学
制
度
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　

―
理
工
学
部
数
学
物
理
学
科
「
医
学
部
・

　
　
　
　
　
　
　
　

歯
学
部
進
学
コ
ー
ス
」
に
つ
い
て
―�

久
保
田　

謙　

次
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彙
報　

二
〇
一
〇
年
度
百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
な
ど
の
追
加
・
変
更

　
　
　

二
〇
一
〇
年
度　

編
纂
室
日
誌
（
抄
）

　
　
　

二
〇
一
〇
年
度
百
年
史
編
纂
室
事
務
局
会
議
開
催
日

　
　
　

二
〇
一
〇
年
度
『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
三
検
討
会
開
催
日


